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Ｒ２．６　　　　　　　　　　　　　

北海道環境生活部環境局自然環境課　
■市街地周辺ヒグマ出没対策検証事業
　
１　概要
忌避装置を搭載したドローンから、ヒグマに忌避音・光などを照射し、ヒグマを山林へ撃退（市街地への出没抑制）する。【Ｒ１～Ｒ３】
２　スケジュール
　　令和２年度版
	
	年
	内　　　容

	１年目
	Ｒ元年度
	· 忌避装置を用いた有効なヒグマ追払方法等の検討及び検証
・地上において、忌避音・光などを用いて追払方法
・地上カメラ及びＡＩによるヒグマの判別方法
	· ドローンによるヒグマ発見方法等の検討及び検証
・出没個体の位置を検索するための効率的な飛行手法
・夜間や森林上空からヒグマの判別が可能な飛行高度
・空中カメラ及びＡＩによるヒグマの判別方法

	２年目
	Ｒ２年度
	○　迅速な発見方法及び効果的な忌避効果の検討
１年目の結果を踏まえ、ヒグマを迅速に発見する方法を検討するとともに、忌避装置と赤外線カメラを搭載したドローンにより、山林に生息するヒグマに対し、忌避装置から照射される音・光等の効果を検討
・ＩＣＴを活用した有効なヒグマ発見方法・技術

・効果的なヒグマの追払方法・技術

	３年目
	Ｒ３年度
	· ＡＩを取り入れたドローンによる追払自走化の検討
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３　委託内容
（１）内容
①　ＩＣＴを活用した効率的なヒグマ発見方法・技術の検討及び検証
ア　検討内容
ａ　ＡＩ（人工知能）によるヒグマの判別の精度向上等の検討
ｂ　効率的な通信方法によるヒグマ発見情報の処理方法の検討
イ　検証内容
　　検討内容について、次の方法により検証する。
　　　検証場所は、石狩振興局管内の市街地及びその周辺とする。
　　　ただし、上記管内で実施適地が得られない場合は他の地域でも可とする。
また、必要に応じて飼育個体による検証も可とする。
②　効果的なヒグマの追払方法・技術の検討及び検証
ア　検討内容

ａ　効果的なヒグマ追払方法の検討
ｂ　忌避装置を搭載したドローンによる効果的な追払方法の検討
イ　検証内容

　　検討内容について、次の方法により検証する。
　　　検証場所は、石狩振興局管内の市街地及びその周辺とする。
　　　ただし、上記管内で実施適地が得られない場合は他の地域でも可とする。
また、必要に応じて飼育個体による検証も可とする。
（２）実施期間

　　令和２年（2020年）５月～令和３年（2021年）２月の間
（３）その他
　　　忌避装置の設置やドローンの飛行等について、土地管理者や施設管理者等との調整を図る。
４　スケジュール（案）
４月22日（水）　参加表明書提出期限（４月15日（水）: 事業告示）

５月７日（木）  企画提案書提出期限 

５月12日（火）　ヒアリング・プロポーザル審査会

５月第３週　　　指名選考委員会（随意契約の適否）

５月第４週　　　契約締結（契約期間：契約締結の日～令和３年（2021年）２月26日（金））
資料２－３





【事業のイメージ】





２年目


【忌避効果の検討】








３年目


【ドローンによる追い払い自走化】





１年目


【発見手法等の検討】
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